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足利工業大学 自然エネルギー研修 

①ねらい 太陽、水、風などの自然エネルギーや電気に関する体験を通して、自らが自然エネルギ

ーを体感し、自然エネルギー活用のための基礎を学ぶ。また社会とエネルギーの関係や環問題への

理解を深める。 

②実施概要 平成２９年７月３１日（月）８：２０～１２：４０ 

（１学年２３名参加） 

１. 足工大総合教育センターにて開講式終了後、出井努先生の

「再生可能エネルギーの利用技術について」特別講義。人口

増加に伴う様々な問題について、先生の諸外国での体験談を

含めエネルギー事情について教えていただいた。 

２. 屋外に移動し、「風と光の広場」では先生や学生の方の細か

い説明を受け、実物に触れ実演にも参加した。 

(1) 屋外展示の風車 

(2) 太陽光発電システム、バイオマス発電システム 

(3) 水撃ポンプ 

３. 研修終了後、学生食堂にて昼食。短い時間ではあったが講義

や広場でのフィールドワーク展示物について改めて情報交

換を行った。 

③生徒の感想 

・講義のなかで、人口増加とエネルギー供給についての各国共通  

理解と様々な協力体制について知った。 

・各発電システムの複雑さに驚いた。 

・講義や屋外の見学以外にも、大学の雰囲気を知ることができ 

よかった。 

・たくさんの種類の風力発電システムに興味をもった。 

④成果と課題 太陽光発電や風力発電を体験する事で素晴らしさを実感した。自然エネルギーがクリー

ンなエネルギーであることを理解することができた。人口問題というのは、最も優先される課題のひと

つであり、科学技術の社会に対する役割と、将来の可能性を考えていくきっかけにしたい。今後もエネ

ルギー問題への理解を深める努力を継続させていきたい。 

 

 

 

 

 



SSH講演会「サイバー医療～死人の脈をとる～」 

①ねらい 科学者の講演を通して、先端情報技術に対する興味・関心を高め、生徒自らの進路について

深く考える契機とする。 

②実施概要 平成２９年１１月１６日（木）（１４：３０

～１６：００）本校第１体育館にて１年生１８７名を対象

に、東北大学工学部 吉澤 誠 先生 に「サイバー医療 

～死人の脈をとる～」という演題で講演を頂きました。 

サイバー医療とは、制御・情報・通信技術を駆使した先端

的医療システムです。はじめに、ＶＲ化したリハビリ用の

車いすの話をして頂きました。実際に屋外で車いすを使用

するように、ペダルに合わせて景色が変化し、坂道ではペ

ダルにかかる力が変化します。 

次に、遠隔地での看取りを行うシステムについてお話し頂きました。小型無線式心電計を胸に貼り付

け、医師へデータを送り続けることで、医師は遠隔で常に患者の心電図を確認できます。心電図の変化

はＡＩによって解析も行われ、異常があるとすぐに医師に情報が伝わります。課題は電池の寿命だった

のですが、通信技術の改善(消費電力の改善)でだいぶ良くなったとのことです。また、体に接触するこ

となく心拍数や血圧を測定する技術「魔法の鏡」では、毎日鏡を見るだけで健康管理を行うことができ

ます。現在では特殊な機材も必要無く、自分のスマートフォンで自撮り動画をアップロードするだけで

同様のことができるとのことです。この技術はドライブレコーダーの記録映像にも応用ができ、不運に

も交通事故で亡くなった運転者の記録映像から、事故直前にどのような体調だったのかを解析すること

も可能です。まさに本公演の副題「死人の脈をとる」です。 

③生徒の感想 

 ・サイバー医療がたくさんの人のために役立っていることが分かった。魔法の鏡など日常的に体調を 

チェック出来る物が世の中に多く普及したら、もっと世の中が良くなると思った。 

 ・動画を使ってその人の脈が分かる技術がすごいと思った。プライバシーなど少し不安な要素もあっ 

たが、事故の状況などが分かるので、そういった技術が進歩していけばいいなと思いました。 

 ・最先端技術の進歩に驚いた。内容にとても興味がもてました。勉強頑張りたいです。 

 ・サイバー医療という高度な分野の話を聞けてよかったです。将来の選択の幅が広がりました。 

 ・動画で心拍数や血液の大まかな流れが解析できるのはとてもすごい技術だと感じた。 

④成果と課題 対象生徒が１学年だったことと、専門用語が若干多かったためか、内容が若干難しかっ

たかもしれない。アンケートの結果からも同様の傾向が読み取れる。また、講演内容以外にも、新しく

できた東北大学キャンパスの話や電気情報物理工学科についても説明頂き、東北大学そのものについて

も興味が増したようである。 


